
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３４

基盤研究(B)（一般）

2015～2012

中国道教の地理的イメージと宗教的ネットワークに関する総合的調査と研究

A Comprehensive Study of Daoist Geographic image and its Related Network of 
Religious Facilities

８０２４９２６８研究者番号：

土屋　昌明（tsuchiya, masaaki）

専修大学・経済学部・教授

研究期間：

２４３２０００９

平成 年 月 日現在２８   ６ １５

円    10,300,000

研究成果の概要（和文）：  本研究は、道教で洞天福地とされる山岳に対する信仰および、そこにある道観との関係を
考察し、山岳でおこなわれた道教相互のネットワークおよびその歴史的展開を研究した。期間中に十大洞天ほかに対す
る基礎的な現地調査をすませ、その調査の整理と文献研究との対照をおこなった。その成果として、『洞天福地研究』
第4・5・6号（計3冊、312頁）を発行した。第4号では5本の論文と2本の翻訳、第5号でも5本の論文と2本の翻訳、第6号
では4本の論文と1本の翻訳を発表した。その他に、日本とフランスの研究者による12本の論文をまとめて、『道教の聖
地と地方神』と題して出版した。

研究成果の概要（英文）： We examined the relationship between mountain worship (belief in grottoe 
heavens) and local Daoism and surveyed the network of Daoist sites located on mountains. We also studied 
the historical development of this network. We surveyed the ten main locations of grottoe heavens and 
other small grottoe heavens and studied their historical development.
 We compiled data on the present state of their Daoist monasteries and their local geographic features 
such as the overall landscape and caves linked to belief in the grotto heavens. Some of our findings have 
already been published in the academic journal Dohten-fukuchi kenkyu No.4, 5 and 6, composed of fourteen 
academic articles and five translations. And we also have published the book titled Daoist Sacred Sites 
and Local Gods, composed of twelve articles in coordination with French scholars. Based on our research, 
the compilation of a historical narrative for the development of the concept of grotto heavens has become 
possible.
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１．研究開始当初の背景 
洞天福地思想とは、特定の山中洞窟が地上
と神仙界との通路となっており、その奥に神
仙が住む世界が存在し、しかも洞天は中国各
地に存在して相互に往来可能なネットワー
クを形成している、という信仰である。洞天
福地思想は道教という宗教の構成要素の一
つである。道教に関する文献研究やフィール
ドワークを進める中で、従来注意されてこな
かった課題として、各地方の道教のローカル
性と、それを結ぶネットワークのあり方、と
いう問題が見いだされ、洞天思想の研究の必
要性が認識された。 
道教は広大な中国でおこなわれたため、各
地の道教における性格の相違に注意を向け
る必要がある。道教史の初期から発展時期
（後漢から南北時代）では、地域的なとらえ
方が従来の研究でもおこなわれてきた。しか
しその後も、各地で新たに興起・発展する道
教があったし、各地の道教にも地域間の特徴
の違いがあった。こうした地域の道教につい
ては、教派教団の歴史として研究されても、
地域と各地を相互にふまえた検討は、まだ不
充分だった。 
道教の地域的特徴を保持する拠点は、各地
に存在する道観だが、それは孤立して存在す
るのではなく、相互に情報交換するネットワ
ークを形成していた。文献に窺えるそのよう
な状況は、道教的な地理イメージという形で
語られている。地域間の連絡は洞天を介して
おこなわれると観念されていた。 
本研究開始当初には、このような研究課題
を究明する必要があった。 
 
２．研究の目的 
①洞天福地の景観、分布及び相互のネット
ワークの解明：現地調査によって、各地の洞
天福地の地理景観を観察し、そこが聖地とさ
れた要因を検討する。 
洞天は、道教の実践者が修道する場所でも
ある。それゆえ、洞天の存在する名山の自然
景観に対しては、道教思想的な解釈がおこな
われた。その名山の自然環境や採取される動
物や植物や鉱物は、修道者の養生術・煉丹術
に使用される。したがって研究者は、このよ
うな現地の景観や自然環境について認識し、
歴史的変遷を考慮すべきである。 
洞天の代表とされる「十大洞天」「三十六
小洞天」は、8 世紀までに整理され、中国各
地の道教聖地とされた。『雲笈七籤』巻 27の
司馬承禎『天地宮府図』には、十大洞天と三
十六洞天が示されている。本研究では、その
うち十大洞天と小洞天のいくつかに対して
現地調査をおこなう。 
②洞天思想史と洞天の宗教空間の解明：現
地調査と文献研究をもとに、洞天のある地域
の宗教空間を構成する要素を検討する。これ
までの研究によって、洞天は現地の宗教空間
を独占しているわけではなく、地方神と共存
していることがわかってきた。したがって、

道教と地方神への信仰を包括的にとらえる
べきである。この観点から、当該の宗教空間
の道観や廟などの宗教施設、道士などの宗教
職能者とその儀礼伝統、地方神の信仰圏、道
教と地方神に対する信仰との関係などを明
らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、洞天福地とされた宗教空間を対
象とし、現地調査と文献調査をおこなって資
料を収集・分析する。研究期間内に異なる分
野の研究者が参加する現地調査をおこない、
現地の景観や自然環境を観察するとともに、
文献資料・実物資料の写真撮影や収集をする。
収集した資料は集約して整理・分析し、定期
的な研究会を実施して共有する。文献研究と
しては、道教経典や民間宗教経巻のほか、地
方志、碑刻資料などを用いる。研究成果は、
国内外の学会で口頭・論文発表するほか、報
告書として印刷し、インターネット上のホー
ムページでも発表する。また、国際化をはか
るために国際シンポジウムを実施する。 
①現地調査：現地調査は研究計画全体の中
で計 3 回、夏期休暇を用いてそれぞれ 10 日
間をめどに実施。現地での主たる調査項目は
以下の通り。 
・道観と民間信仰の廟および聖地の所在・位
置関係。 
・洞窟内部の構造・聖地としての特徴の観察。 
・道観と道士の宗教活動の現状と地方神の信
仰との関連。 
・道観と民間信仰の廟の歴史に関する実物資
料の収集。 
・現地のインフォーマントへのインタビュー
による人と物の往来や巡礼状況の聞き取り。 
現地調査の実施にあたっては、研究協力者
もまじえて調査班を組織する。 
②文献研究：現地調査対象について、各種
の歴史文献・碑刻文献を渉猟して資料集を作
成し、整理と分析を加える。それとともに、
これまでの調査・研究で得た洞天の資料・研
究と対照させる。また、これまでの各洞天に
対する文献調査での不足を補い、全体として
系統化する。 
以上の調査・研究は従来の調査・研究に新
たな調査を加えて総合し系統化する作業で
あり、洞天に関わる問題を総論的に概観する
ことを目標とする。 
③定期的な研究会の実施：年に 2回前期と
後期に、メンバー全員が参加する研究会を開
催し、研究成果や進捗状況を報告し、情報を
共有する。 
④国際討論会の開催：フランスの研究者と
の国際討論会を開催して、本研究の国際化を
進める。フランス側は実践研究学院の
Vincent Goossaert 教授が幹事にあたる。本
討論会は、日本の研究者とフランス在住の研
究者によって構成し、使用言語は英語か中国
語、その他に対論者を双方から出す形式でお
こなう。日仏相互の発表者は 6名とする。 



⑤報告書の作成：研究成果を年に 1度、論
文ないし研究資料として雑誌形態の印刷物
として発刊し、関係研究者に配布する。また、
インターネットのホームページ上にも掲出
する。 
 
４．研究成果 
 第一大洞天の王屋山については、土屋昌明
「第一大洞天王屋山の成立」「李白と司馬承
禎の洞天思想」、山下一夫「王屋山と無生老
母」「王屋山の伏虎降龍説話」「近現代の河南
における魏華存説話」などの論文成果を出し
た。王屋山は洞天思想では第一大洞天とされ
たが、これには王屋山の麓で修道した魏華存
の宗教実践と思想が関連しており、茅山の上
清派道教がこれを尊重した。その後、唐の玄
宗は王屋山での道教祭祀を重視し、司馬承禎
をここに住持させ、唐の国家鎮護と関連させ
た。第一大洞天への重視は北宋まで続くが、
金元時期以降、全真教がここで活動すること
で、洞天としての意義は下落する。清代まで
に、民間の無生老母信仰がこの地で隆盛する
ようになり、現在に至っている。それととも
に、洞天思想からは独立した魏華存信仰がこ
の地域でおこなわれた。この間、王屋山は第
一大洞天としての意味を擁しながら、民間信
仰の聖地となった。 
第八大洞天の茅山については、廣瀬直記
「蘇州句容洞天福地調査記録」、土屋昌明「華
陽洞天北門の認識から第三十二小洞天良常
山洞へ」、陶金「茅山宗教空間の秩序・歴史
的発展のコンテキストの探究と再建」（土屋
訳）、趙益「句曲洞天―四世紀上清道教の度
災の府」（廣瀬訳）、ヴァンサン・ゴーサール
「近代江南における三茅君」（森訳）などの
論文成果を出した。茅山では、5 世紀に洞天
思想が登場する以前、茅山の神たる茅君信仰
がおこなわれていた。それが洞天思想によっ
て再解釈され、中国の他の聖地と関連づけら
れた。唐代には、国家の道教における最重要
の聖地とされ、道教儀礼がおこなわれた。そ
れと並行して、茅君信仰は民間信仰としても
茅山で崇敬され続けた。また金元時期には、
茅山の東部に全真教が入った。こうした複合
した状況は民国時期まで続いた。民国時期に
は江南各地の茅君信仰と結びついて、多くの
巡礼者を集める一大聖地として隆盛した。そ
の後、日中戦争と内戦で宗教施設は破壊され、
現在、復興が進められている。 
この 2 カ所は、これまでの調査によって、
洞天思想の初期から密接な関係を持ってい
たが、歴史的には異なる様態を示すようにな
るため、ネットワークをそなえた比較研究の
対象となりうることが認識された。 
第七大洞天の羅浮山については、鈴木健郎
「羅浮山の調査報告」、志賀市子「近代の羅
浮山と嶺南道教」、大西和彦「16 世紀ベトナ
ムにおける道教の展開」などの論文成果を出
した。とくに、羅浮山は洞天として最も南部
にあり、ベトナムとの関連が想定される。土

屋昌明「玄宗による創業神話の反復と道教の
新羅への伝播」、同「黄泉国と道教の洞天思
想」において、洞天思想が唐代の朝鮮半島（新
羅）・日本に伝播したことを論じたのとあい
まって、洞天思想が東アジア諸地域に伝播し、
各地の文化要素の一つになっていることが
明らかになった。 
その他、いくつかの洞天に関する論文成果
を出したほか、フランスの研究者との共同に
よる討論の成果をまとめた『道教の聖地と地
方神』（JSPS 科研費 15HP5019）を東方書店か
ら出版した。 
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